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問
題
の
所
在
と
考
察
の
目
的

ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
は
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
壁
画
《
型
十
字
架
伝
》
に
よ
っ
て
著
名
で
あ
る
が
、
ピ
エ
ロ

の
壁
画
が
内
陣
装
飾
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
と
も
す
れ
ば
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
(
図
1
)
。
同
聖
堂
内
陣
の
天
井
と
内
陣
入
口
上
の
壁
面
に
は
ピ
ツ

チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
よ
る
プ
レ
ス
コ
画
が
あ
り
、
天
井
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
」
の
手
に
な
る
《
礁
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
が
吊

り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
が
内
陣
装
飾
を
構
成
し
、
こ
れ
ら
全
て
が
内
陣
装
飾
の
意
味
を
創
出
す
る
。
ピ
エ
ロ
の
壁
画
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
壁
画
単
独
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
装
飾
全
体
の
中
で
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
内
陣
装
飾

が
主
た
る
観
賞
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
同
聖
堂
が
属
す
る
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
司
祭
、
修
道
士
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
主
た
る
観

賞
者
が
誰
か
と
い
う
こ
と
は
、
内
陣
装
飾
の
理
解
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖

堂
内
陣
装
飾
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
中
で
ピ
エ
ロ
の
壁
画
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
で
あ
る
。
考
察
に
当
た
っ
て
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
の
内
陣
装
飾
と
の
比
較
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ピ
エ
ロ
の
〈
聖
十
字
架
伝
〉

が
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
内
陣
装
飾
と
関
係
が
深
い
こ
と
は
従
来
も
常
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
両
者
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
、
意
外
に
も
こ
れ
ま
で
十

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会



分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
の
《
聖
十
字
架
伝
》
が
ピ
エ
ロ
に
先
行
す
る
例
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
内
陣
装
飾
全
体
と
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
装
飾
全
体
と
を
比
較
考
察
し
た
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
ま

だ
な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
比
較
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
、
二
つ
の
聖
堂
が
と
も
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
に
属
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
陣
の

図
像
配
置
が
類
似
し
て
お
り
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
内
陣
装
飾
は
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
の
そ
れ
の
模
倣
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る

一
方
が
他
方
の
模
倣
な
ら
ば
装
飾
全
体
の
意
味
も
同
一
と
み
な
し
う
る
。
ま
た
そ
こ
に
相
違
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
意
味
の
変
容
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
装
飾
と
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
内
陣
装
飾
と
を
比
較
し
、
共
通
点
と
相
違
点
と

を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
両
者
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
す
る
1
0

装
飾
の
過
程
と
現
状

1 

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂

ま
ず
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
の
現
状
と
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
確
認
す
る
。

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
は
一
三
七
七
年
頃
完
成
し
た
が
2

、
当
初
は
壁
面
は
無
装
飾
で
、
型
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
に
よ
る
〈
キ
リ
ス
ト
の
疎
刑
V

と
グ
イ
l
ド
・
ダ
・
シ
エ
ナ
派
に
よ
る
《
聖
母
子
》
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
3
0

内
陣
装
飾
は
一
四

O
八
年
の
パ
ッ
チ
ョ
・
デ
ィ
・
マ
ー
ジ
ョ
・
パ
ツ

チ
の
遺
言
に
端
を
発
し
、

一
四
一
六
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
制
作
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
失
わ
れ
た
。

一
四
四
七
年
に
至
っ
て
ピ
ッ
チ

デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
よ
り
、
絵
画
に
よ
る
装
飾
が
開
始
さ
れ
た
が
、

一
四
五
二
年
に
ピ
ッ
チ
は
没
し
、
後
を
受
け
て
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ

が
残
り
の
部
分
を
制
作
、

一
四
六
六
年
ま
で
に
完
成
さ
せ
て
い
る
4

(

図
2
)
。

内
陣
入
口
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
壁
面
及
び
付
柱

現
在
、
内
陣
手
前
に
は
、
「
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
」
に
帰
属
さ
れ
る
十
三
世
紀
後
半
の
《
キ
リ
ス
ト
の
諜
刑
》
が
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

内
陣
入
口
上
の
壁
面
に
は
、
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
よ
る
《
最
後
の
審
判
》
①
が
あ
り
、
そ
の
下
の
付
柱
上
部
に
は
、
資
金
を
提
供
し
た
パ
ッ
チ
家



の
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
。

ア
ー
チ
の
内
輪
に
は
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
②
、
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
③
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
④
、
聖
ア
ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
⑤
が
描
か

れ
て
お
り
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
ピ
ッ
チ
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ア
ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
は
ピ
エ
ロ
の
工
房
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
下
の
付

柱
に
は
、
向
か
っ
て
左
上
か
ら
順
に
《
ク
ピ
l
ド
V

⑥
、
《
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
聖
ル
イ
》
⑦
、
《
殉
教
者
聖
ペ
ト
ル
ス
》
⑧
(
断
片
)
が
捕
か
れ
、
向
か
っ
て
右

に
は
《
天
使
》
⑨
の
断
片
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ピ
エ
ロ
と
そ
の
工
房
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

q
L
 

天
井
の
交
差
ヴ
ォ
!
ル
ト
の
四
つ
の
面
に
は
、
入
口
側
の
面
に
聖
マ
タ
イ
⑩
、
向
か
っ
て
左
に
聖
マ
ル
コ
⑪
、
向
か
っ
て
右
に
聖
ル
カ
⑫
、
窓
側
に
聖
ヨ
ハ

天
井

ネ
⑬
の
四
人
の
福
音
書
記
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ピ
ッ
チ
の
工
房
に
よ
る
。

qo 
壁
面
は
ピ
エ
ロ
の
制
作
し
た
《
聖
十
字
架
伝
V

が
占
め
る
。
右
上
段
〈
ア
ダ
ム
の
死
》
⑬
、
中
段
《
シ
パ
の
女
王
と
ソ
ロ
モ
ン
王
》
⑮
、
下
段
〈
コ
ン
ス
タ

壁
面

ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
戦
い
》
⑮
。
左
上
段
《
聖
十
字
架
の
高
揚
》
⑫
、
《
十
字
架
の
発
見
と
検
証
》
⑬
、
《
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
》
⑮
。
窓
の
右
側
の
壁
面
、
上
か

ら
《
男
性
像
》
(
預
言
者
⑫
)
、
《
聖
木
の
運
搬
》
⑫
、
《
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
夢
》
⑫
。
左
側
上
か
ら
《
男
性
像
》
(
預
言
者
③
)
、
《
ユ
ダ
の
拷
問
》
⑫
、
《
受

胎
告
知
》
⑧
で
あ
る
。

a-窓
の
隅
切
に
は
、
上
端
に
聖
霊
の
鳩
と
そ
れ
を
見
守
る
天
使
⑫
が
あ
り
、
ピ
ッ
チ
の
工
房
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
下
に
は
花
瓶
に
生
け
ら
れ
た

隅
切

花
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
ピ
エ
ロ
工
房
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
5
0

さ
ら
に
そ
の
下
左
側
に
、
〈
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
》
⑧
の
頭
部
が
残
っ
て
い

る

2 

サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂

現
在
の
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
は
、
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
が
二
一
一
一
八
年
以
来
使
用
し
て
い
た
聖
堂
を
取
り
壊
し
て
、
一
二
九
五
年
に
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
・

デ
ィ
・
カ
ン
ピ
オ
の
設
計
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
。

一
一
三

O
年
頃
に
は
翼
廊
部
ま
で
完
成
し
、
内
陣
装
飾
は
こ
れ
以
降
に
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
図

3
)
。
当
初
、
装
飾
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
は
チ
マ
プ

l
エ
に
よ
る
《
キ
リ
ス
ト
の
傑
刑
》
(
一
二
八

0
年
代
)
と
ウ
ゴ
リ
l
ノ
・
デ
ィ
・
ネ
リ
オ

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会



四

に
よ
る
祭
壇
画
(
一
三
二
四

l
二
五
)
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
セ
ッ
ト
の
上
の
円
形
窓
に
残
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
6
0そ

の
後
十
四
世
紀
後
半
に
至
っ
て
、

ア
ル
ベ
ル
ト
・
デ
リ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
寄
進
に
よ
り
、
天
井
画
、
壁
画
及
び
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
制
作
さ
れ
た
。
作

者
は
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
、
制
作
年
は
一
三
八
八
年
か
ら
九
三
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
7
0

ガ
ツ
デ
ィ
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
た
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
(
図

4
)
。、.，，--A ( 

内
陣
入
口
上
部
壁
面
及
び
付
柱

内
陣
入
口
の
上
部
壁
面
に
は
預
言
者
が
二
人
描
か
れ
て
い
る
が
同
定
さ
れ
て
い
な
い

3

内
陣
角
の
付
柱
は
、
内
陣
側
に
、
《
ト
ゥ
l
ル
l
ズ
の
聖
ル
イ
》
①
、
《
パ
ド
ヴ
ァ
の
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
》
②
ら
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
ゆ
か
り
の
人
物
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
他
は
同
定
さ
れ
て
い
な
い
。
左
下
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
《
ウ
ベ
ル
テ
ィ
l
ノ
・
ダ
・
カ
ザ
l
レ
》
③
と
み
な
す
説
が
あ
る
が
、
ヤ
コ
ポ
l
ネ
・

ダ
・
ト
l
デ
ィ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
9
0

内

4内
陣
天
井
は
入
口
寄
り
に
《
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
》
④
、
そ
の
左
に
《
聖
マ
タ
イ
》
⑤
、
以
下
《
聖
ル
カ
》
⑥
、
《
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
》
⑦
、
《
聖
マ
ル
コ
》

天
井

③
、
《
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
》
⑨
と
続
く
。

円。
後
陣

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
⑪
、
そ
の
母
ヘ
レ
ナ
⑫
な
ど
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
人
物
の

み
で
物
語
場
面
で
は
な
い
。
上
方
の
円
形
窓
は
、
中
央
に
《
キ
リ
ス
ト
の
礁
刑
》
⑬
、
向
か
っ
て
左
に
《
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
被
昇
天
》
⑬
、
右
に
《
エ
リ

後
陣
の
三
つ
の
ラ
ン
セ
ッ
ト
に
は
ソ
ロ
モ
ン
⑩
、

ヤ
と
火
の
車
》
⑮
が
配
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
の
円
形
窓
は
中
央
の
《
預
言
者
イ
ザ
ヤ
》
⑮
の
み
現
存
す
る
。

ラ
ン
セ
ッ
ト
相
互
の
聞
及
び
ラ
ン
セ
ッ
ト
と
側
壁
と
の
聞
の
壁
面
は
各
々
三
段
に
区
切
ら
れ
、
描
か
れ
た
壁
禽
に
聖
人
が
配
さ
れ
て
い
る
。
上
段
向
か
っ
て

左
か
ら
《
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
〉
⑫
、
《
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》
⑮
、
《
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
》
⑮
、
《
聖
ア
ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
》
⑫
、
中
段
の
左
か
ら
二
つ
め
は
《
聖

ポ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
l
ラ
》
⑫
で
あ
る
。

(4) 

側
壁



壁
画
の
主
題
は
《
聖
十
字
架
伝
》
で
あ
る
。
し
か
し
、
場
面
の
選
択
と
そ
の
配
列
は
、
ピ
エ
ロ
の
場
合
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
物
語
は
右
上
か
ら
始

ま
り
、
《
楽
園
の
入
口
の
セ
ト
と
ア
ダ
ム
の
死
》
⑫
、
《
シ
パ
の
女
王
の
聖
木
礼
拝
と
聖
木
を
埋
め
さ
せ
る
ソ
ロ
モ
ン
》
⑫
、
《
聖
木
の
出
現
と
十
字
架
の
製
作
》

⑫
、
《
十
字
架
の
発
見
と
検
証
》
⑧
と
続
く
。
つ
い
で
左
壁
面
に
移
り
、
上
か
ら
《
聖
十
字
架
を
エ
ル
サ
レ
ム
に
も
た
ら
す
ヘ
レ
ナ
〉
⑧
、
〈
聖
十
字
架
の
強
奪
》

⑫
、
〈
コ
ス
ロ
エ
ス
の
礼
拝
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
帝
の
幻
視
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
と
コ
ス
ロ
エ
ス
の
息
子
の
戦
い
》
⑧
、
《
コ
ス
ロ
エ
ス
の
斬
首
、
ミ
カ
エ
ル
に
拒
絶

さ
れ
る
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
、
聖
十
字
架
の
高
揚
》
⑫
と
続
く
。

サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
の
内
陣
と
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
内
陣
を
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
天
井
に
福
音
書
記
者
、
壁
面
に
は
聖
十
字
架
伝
、

そ
し
て
十
字
架
型
板
絵
の
《
キ
リ
ス
ト
の
疎
刑
》
を
配
し
て
い
る
。
サ
ン
タ
・
ク
ロ
!
チ
ェ
聖
堂
で
は
祭
壇
画
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
聖
堂
に
お
い
て
も
か
つ
て
は
祭
壇
画
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
問
。
位
置
は
異
な
る
が
、
四
人
の
教
父
も
両
聖
堂
に
描
か
れ
て
い
る
。
《
キ
リ
ス
ト
の

疎
刑
》
は
い
ず
れ
の
場
合
も
十
三
世
紀
後
半
の
も
の
で
、
後
に
そ
れ
を
囲
む
よ
う
な
形
で
そ
の
他
の
天
井
画
、
壁
画
が
描
か
れ
て
い
っ
た
。
《
キ
リ
ス
ト
の
礁
刑
》

を
中
心
と
し
た
装
飾
が
内
陣
全
体
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
そ
の
プ
ロ
セ
ス
も
、
全
体
の
構
成
と
と
も
に
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
礼
拝
堂
装
飾
に
お
い
て
天

井
に
福
音
書
記
者
を
描
い
た
り
、
柱
や
壁
面
な
ど
に
四
教
父
を
描
く
こ
と
は
定
型
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
定
型
ゆ
え
に
考
察
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
壁
画

の
方
に
関
心
が
集
中
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
礼
拝
堂
装
飾
は
全
て
の
構
成
要
素
が
意
味
の
創
出
に
関
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
定

型
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
と
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
内
陣
装
飾
は
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
確
な
意
図
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
の
装
飾
は
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
の
そ
れ
の
模
倣
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
両
者

の
聞
に
相
違
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
も
の
が
失
わ
れ
た
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
天
井

は
同
一
と
言
っ
て
良
い
。
ま
た
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
付
柱
お
よ
び
ア
l
チ
の
内
輪
の
人
物
選
択
は
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
に
お
け
る
人
物

選
択
と
、
《
ク
ピ

l
ド
》
を
除
い
て
共
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
相
違
点
は
、
壁
画
に
描
か
れ
た
《
聖
十
字
架
伝
》
の
部
分
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

五



....L. 
ノ、

内
陣
装
飾
の
意
味

1 

サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
内
陣
装
飾
が
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
の
模
倣
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
現
さ
れ
る
べ
き
意
味
は
本
来
同
一
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
実
際
に
は
特
に
《
聖
十
字
架
伝
》
に
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
内
陣
装
飾
に
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ

聖
堂
と
は
異
な
る
意
味
が
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
異
な
る
意
味
と
は
何
か
、
問
題
の
核
心
は
こ
こ
に
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
サ
ン
タ
・

ク
ロ

1
チ
ェ
聖
堂
の
場
合
に
つ
い
て
、
ト
ン
プ
ソ
ン
と
チ
ポ
ッ
ラ
l
ロ
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
考
察
す
る
。

)
 

-
E
A
 

(
 
初
期
の
装
飾

チ
マ
プ
l
エ
の
《
疎
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
(
図
5
)
は
一
般
に
一
二
八

0
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
旧
聖
堂
か
ら
移
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ロ
。
こ
れ
を

疑
う
理
由
は
な
い
。
「
聖
痕
拝
受
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
傑
刑
の
キ
リ
ス
ト
、
受
難
そ
し
て
十
字
架
は
、
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

に
と
っ
て
も
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
に
と
っ
て
も
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

一
二
三
六
年
に
当
時
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
総
長
エ
リ
l
ア

デ
ィ
・
ポ
ン
パ
ロ

l
ネ
が
、

ア
ッ
シ
ジ
、
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
た
め
に
ジ
ユ
ン
タ
・
ピ
ザ

l
ノ
に
《
疎
刑
の
キ
リ
ス
ト
〉
を
依
頼
し
た
こ
と
に
も

う
か
が
え
る
日
。
サ
ン
タ
・
ク
ロ
l
チ
ェ
聖
堂
内
陣
装
飾
の
中
で
チ
マ
プ
l
エ
の
《
礁
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
は
、

ア
ッ
シ
ジ
の
場
合
と
同
様
に
意
味
上
の
中
心
を

な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
聖
ボ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
、
最
後
の
審
判
を
表
す
マ
タ
イ
福
音
書
則
的
章
却
節
「
そ
の
時
人
の
子
の
徴
が
天
に
現

れ
る
」
に
お
け
る
そ
の
徴
と
は
、
裁
き
の
日
に
現
れ
る
十
字
架
で
あ
り
、
そ
れ
は
傑
刑
に
処
せ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
現
れ
た

聖
痕
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
解
釈
に
お
い
て
聖
ポ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
は
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
明
白
に
黙
示
録
と
結
び
つ
け
、
ま
た
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

を
第
二
の
キ
リ
ス
ト
と
見
な
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
聖
ポ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
が
表
し
た
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
『
大
伝
記
」
序
章
に
お
い
て
、
聖
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ

l
ラ
は
黙
示
録
の
第
六
の
天



使
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
を
同
一
視
し
、
ま
た
同
じ
く
「
大
伝
記
」

の
第
十
三
章
で
は
、
翌
痕
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
「
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
姿
へ
と
完
全
に
変
え
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
な
ト
ン
プ
ソ
ン
に
従
え
ば
、
チ
マ
プ

l
エ
の
〈
疎
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
は
、
第
二

の
キ
リ
ス
ト
に
し
て
黙
示
録
的
存
在
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
像
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
同
様
に
、

ラ
ン
セ
ッ
ト
上
部
の
《
礁
刑
》
、
《
エ
リ
ヤ
と
火
の
車
》
、

《
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
被
昇
天
》
も
ま
た
黙
示
録
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
目
。

聖
ボ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
の
示
す
こ
の
よ
う
な
黙
示
録
的
存
在
と
し
て
の
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
像
成
立
の
背
後
に
は
、
教
団
が
陥
っ
て
い
た
深
刻
な
状
況
が

あ
っ
た
。
当
時
、

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
は
会
則
を
、
と
り
わ
け
貧
し
さ
に
関
し
て
、
緩
や
か
に
解
釈
す
る
緩
和
派
と
、
遊
守
し
よ
う
と
す
る
厳
格
派
と
の
問
で

激
し
く
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
対
立
は
教
団
の
存
立
を
根
底
か
ら
括
る
が
す
に
い
た
り
、
前
総
長
は
引
責
辞
任
、
後
任
に
選
ば
れ
た
の
が
聖
ポ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l

ラ
で
あ
る
。
彼
が
二
一
六

O
年
頃
に
執
筆
し
た
「
大
伝
記
』
は
一
二
六
六
年
に
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
唯
一
の
公
認
伝
記
と
さ
れ
、
他
の
様
々
な
文
書
は
破
棄

が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
対
立
を
解
消
し
、
教
団
の
維
持
発
展
を
図
る
た
め
に
、
そ
の
拠
り
所
と
し
て
の
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
統
一
的
イ
メ
ー
ジ
を
創

造
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
像
に
黙
示
録
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
厳
格
派
の
主
張
に

一
定
の
理
解
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
苦

チ
マ
プ
!
エ
や
ウ
ゴ
リ
!
ノ
・
デ
ィ
・
ネ
リ
オ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
当
時
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
及
び
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
点
の
内
陣
装
飾
に
黙
示
録
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(2) 

ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
の
装
飾
の
意
味

ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
工
房
が
描
い
た
天
井
の
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
、
四
福
音
書
記
者
、
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
ス
ト
の
到
来
を
伝
え
た
預

言
者
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
に
し
て
福
音
を
伝
え
る
者
た
ち
、
そ
し
て
第
二
の
キ
リ
ス
ト
を
表
す
。
こ
こ
に
も
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
創
始
者
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
が
再
度
表
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
《
聖
十
字
梨
伝
》
の
方
は
、
二
一
五
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
九
世
が
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ

に
寄
進
し
た
十
字
架
の
聖
遺
物
(
図
6
)
に
連
な
る
「
十
字
架
縁
起
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
聖
ヘ
レ
ナ
に
よ
る
十
字
架
の
発
見
と
へ
ラ
ク
リ
ウ
ス
に
よ
る
十

字
架
の
奪
還
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
黄
金
伝
説
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
物
語
の
概
略
を
示
す
。
川
死
を
意
識
し
た
ア
ダ
ム
は
息
子
セ
ト
を
エ
デ
ン
に
送
り
、
慈
悲
の
木
の
油
を
求
め
さ

せ
る
が
、
拒
否
さ
れ
、
セ
ト
は
知
恵
の
木
の
枝
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
を
ア
ダ
ム
の
墓
に
植
え
る
。

ω木
は
成
長
し
て
大
木
と
な
り
、
切
り
倒
さ
れ
て
材
木
と
な

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
ム
耳

七



人

る
。
人
々
は
こ
れ
を
ソ
ロ
モ
ン
の
宮
殿
建
設
に
使
お
う
と
す
る
が
間
尺
に
合
わ
ず
、
川
に
渡
さ
れ
て
橋
と
し
て
使
わ
れ
る
。

ωシ
パ
の
女
王
が
ソ
ロ
モ
ン
の
元

へ
旅
を
す
る
途
上
で
こ
の
木
に
救
世
主
が
架
け
ら
れ
る
と
い
う
お
告
げ
を
受
け
、
そ
の
旨
を
ソ
ロ
モ
ン
に
伝
え
る
。

ωソ
ロ
モ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
の
国
が
滅
ぶ
こ
と

を
お
そ
れ
、
木
を
埋
め
さ
せ
る
。

ω木
の
埋
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
池
と
な
り
、
そ
の
水
は
人
々
を
癒
す
。
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
さ
れ
る
時
、
水
に
浮
か
ん
だ
こ
の

木
を
用
い
て
十
字
梨
が
作
ら
れ
る
。
附
イ
エ
ス
の
処
刑
か
ら
三
百
年
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
の
母
ヘ
レ
ナ
は
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
跡
で
三
本
の
十
字
架
を

発
見
し
、
折
か
ら
通
り
か
か
っ
た
葬
列
を
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
字
架
を
死
者
に
か
ざ
し
て
真
の
十
字
架
を
検
証
し
、
こ
れ
を
エ
ル
サ
レ
ム
に
持
ち
帰
る

o
m

ペ
ル
シ
ア
王
コ
ス
ロ
エ
ス
(
ホ
ス
ロ

l
)
は
こ
の
十
字
架
を
奪
い
、
自
分
の
玉
座
の
右
に
置
い
て
自
分
を
神
と
し
て
礼
拝
さ
せ
る
(
図
7
)
。
附
ピ
ザ
ン
テ
イ

ン
皇
帝
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
は
コ
ス
ロ
エ
ス
と
戦
っ
て
勝
ち
、
十
字
架
を
取
り
戻
し
、

エ
ル
サ
レ
ム
に
帰
還
す
る
。
勝
ち
誇
っ
た
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
は
騎
馬
で
入
城
し

ょ
う
と
す
る
が
城
門
が
閉
ま
っ
て
入
れ
な
い
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
の
忠
言
に
従
い
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
は
馬
か
ら
降
り
、
裸
足
と
な
っ
て
自
ら
十
字
架
を
担
い
で

入
城
す
る
げ
(
図
8
)
。

《
聖
十
字
架
伝
》
が
描
か
れ
た
結
果
、
依
然
と
し
て
十
字
架
が
礼
拝
堂
装
飾
の
意
味
上
の
中
心
を
な
し
て
は
い
る
が
、
当
初
、
十
字
架
と
と
も
に
中
心
で
あ
っ

た
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
存
在
は
や
や
後
方
に
退
き
、
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

《
聖
十
字
架
伝
》
は
、
ま
ず
、
知
恵
の
木
の
苗
木
が
大
木
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
十
字
架
が
作
ら
れ
る
、

い
わ
ば
十
字
架
前
史
を
物
語
る
。
時
系
列
的
に
捉
え

れ
ば
そ
の
後
に
チ
マ
プ
l
エ
の
《
礁
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
が
続
き
、
再
び
壁
画
に
戻
っ
て
イ
エ
ス
死
後
三
百
年
を
経
て
の
発
見
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
強
奪
、
奪
還

の
物
語
を
表
す
。
そ
し
て
一
連
の
出
来
事
の
結
果
と
し
て
今
、
現
に
こ
こ
に
十
字
架
そ
の
も
の
(
の
聖
遺
物
)
が
存
在
し
、
十
字
架
な
い
し
十
字
架
の
聖
遺
物

へ
の
崇
敬
が
救
済
へ
の
道
で
あ
る
こ
と
を
、
天
井
の
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
、
福
音
書
記
者
、
第
二
の
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
型
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
、
祭
壇
上
の
聖
母

子
と
と
も
に
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ア
ニ
ヨ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
の
介
入
に
よ
っ
て
変
容
し
た
内
陣
装
飾
の
十
四
世
紀
末
に
お
け
る
意
味
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

《
聖
十
字
架
伝
》
と
い
う
主
題
は
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
ま
で
遡
る
が
、
十
二
世
紀
以
降
十
字
軍
を
背
景
と
し
て
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
普
及
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
問
。
な
か
で
も
ペ
ル
シ
ア
人
に
奪
わ
れ
た
十
字
架
を
奪
回
し
、
再
び
エ
ル
サ
レ
ム
に
も
た
ら
し
た
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
帝
は
、
十
字
軍
に
と
っ
て
理
想

的
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
聖
十
字
架
伝
は
十
二
世
紀
中
頃
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
以
前
に
は
ヘ

レ
ナ
に
よ
る
十
字
架
発
見
の
物
語
に
限
定
さ
れ
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
帝
の
物
語
が
登
場
す
る
の
は
一
三
四

0
年
代
の
ピ
ス
ト
イ
ア
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖



堂
が
最
初
で
あ
る
。
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
包
含
す
る
大
規
模
な
表
現
は
、

ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
を
も
っ
て
鴨
矢
と
す
る
な
チ
ポ
ッ
ラ
l
ロ
に
よ
れ
ば
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
物
語
を
中
核
と
し
た
過
去
に
例
の
な
い
大
規
模
な
連
作
を
ガ
ッ
デ
ィ
が
制
作
し
た
背
景
に
は
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
と
フ
ラ
ン
ス
王
家
、

あ
る
い
は
ア
ン
ジ
ュ

l
家
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
お

O

ま
ず
、
ル
イ
九
世
国
王
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
第
三
会
会
員
で
あ
っ
た
。
王
が
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
に
寄
進
し
た
十
字
架
の
聖
遺
物
は
、
キ
リ
ス
ト
の

受
難
、
第
二
の
キ
リ
ス
ト
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

ヘ
レ
ナ
に
よ
る
発
見
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
に
よ
る
奪
還
、
そ
し
て
ル
イ
九
世
の
存
在
を
も

思
い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
ア
ダ
ム
以
来
、
当
時
に
至
る
ま
で
の
人
類
の
全
歴
史
を
も
想
起
さ
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
ル
イ
九
世
は
一
二
四
四
年
と
一
二

七
O
年
の
二
度
に
わ
た
り
十
字
軍
を
率
い
、
二
度
目
の
十
字
軍
の
際
に
病
没
し
て
い
る
ロ
そ
の
よ
う
な
王
の
寄
進
し
た
聖
造
物
は
王
の
十
字
軍
へ
の
情
熱
を
想

起
き
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
こ
の
聖
遺
物
は
東
方
で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

エ
ル
サ
レ
ム
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
を
強
く

想
起
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
王
弟
、
ン
ヤ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ュ

l
は
、
教
皇
派
と
皇
帝
派
が
激
し
く
争
っ
た
当
時
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

お
け
る
教
皇
派
の
勝
利
に
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
人
物
で
、

一
二
七
七
年
以
後
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
と
も
称
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
十
字
軍
を
想
起
さ
せ
る
。

ま
た
こ
の
時
期
、
リ
ヨ
ン
公
会
議
に
お
い
て
東
西
教
会
の
統
一
が
決
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
宅
そ
れ
ゆ
え
に
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
の
聖
遺

物
や
《
聖
十
字
架
伝
》
は
十
字
軍
と
い
う
意
味
、
さ
ら
に
は
教
会
統
一
を
も
合
意
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
内
陣
装
飾
の
第
二
の
意
味
に
は
、
こ
の
よ

う
に
十
字
軍
を
暗
示
さ
せ
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
ガ
ツ
デ
ィ
の
壁
画
に
お
い
て
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
は
「
黄
金
伝
説
」

の
テ
ク
ス
ト
に
従
い
、

ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
と
コ
ス
ロ
エ
ス
の
息
子
と
の
一

騎
打
ち
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
戦
い
は
画
面
の
右
隅
に
押
し
込
ま
れ
て
い
る
(
図

9
)
。
こ
こ
で
は
、
戦
い
そ
の
も
の
の
表
現
は
主
た
る
関
心
の
対
象
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
壁
画
が
十
字
軍
を
暗
示
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
戦
い
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
こ
と
、
そ
う
で
は

な
く
、
教
団
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
を
表
す
と
チ
ポ
ッ
ラ
l
ロ
は
指
摘
し
て
い
る
哲
そ
の
課
題
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
三
七
七
年
に
教
皇
庁
は
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
か
ら
ロ

l
マ
に
帰
還
す
る
が
、
帰
還
を
果
た
し
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
一
世
は
ま
も
な
く
没
し
、
後
継
者
を
選
ぶ
教

皇
選
挙
の
結
果
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
た
。
選
出
さ
れ
た
新
教
皇
ウ
ル
パ
ヌ
ス
六
世
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
は
異
議
を
唱
え
、
対
立
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
を
選

出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
会
は
分
裂
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
も
分
裂
し
て
し
ま
う
。
ア
ニ
ヨ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
が
内
陣
装
飾
の
委
嘱
を

受
け
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
教
団
分
裂
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
心
あ
る
会
員
た
ち
は
信
仰
の
正
統
性
の
回
復
と
教
団
の
一
致
の
回
復

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

九



。

を
強
く
望
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
《
十
字
架
の
発
見
》
と
《
聖
十
字
架
の
高
揚
》
は
教
団
分
裂
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
十
字
架
の
聖
造
物
と
と
も
に
、

イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
兄
弟
た
ち
の
一
致
を
回
復
し
、
教
団
の
存
在
の
拠
り
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
再
確
認
す
る
と
い
う
課
題
を
示
す
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
三
の
意
味
で
あ
る
習

2 

ア
レ
ッ
ツ
ォ
、

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂

聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
=
二
一
年
頃
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
シ
ニ
ガ
ル
デ
ィ
な
る
人
物
と
ア
レ
ッ
ツ
ォ
で
知
り
合
い
、
こ
の
シ
ニ
ガ
ル
デ
ィ
が
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
修
道
院
の
創
設
者
と
な
る
。
修
道
院
は
当
初
城
壁
外
に
あ
っ
た
が
、
十
四
世
紀
後
半
に
市
内
に
移
転
し
、
建
物
を
取
得
し
改
修
し
た
も
の
が
現
在
の
サ
ン
・

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
で
あ
る
哲

先
述
の
よ
う
に
、
現
聖
堂
の
完
成
当
時
、
内
陣
に
は
「
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
」
の
《
礁
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
(
図
凶
)
と
お
そ
ら
く
グ
イ
l
ド
・
ダ
・

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
以
前

シ
エ
ナ
派
の
《
聖
母
子
》
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
こ
の
「
十
字
架
」
が
内
陣
装
飾
の
意
味
上
の
中
心
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
十
字
架
、
受
難
は
、
こ
れ
も
先
述
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
作
に
見
ら
れ
る
死
せ
る
キ
リ
ス
ト
の
足
を
抱

い
て
頬
ず
り
す
る
よ
う
な
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
描
写
は
、
聖
人
が
キ
リ
ス
ト
と
一
体
化
し
た
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
そ
の
手
に
聖
痕
の
描

写
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
、
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
の
作
品
と
チ
マ
プ
l
エ
の
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
の
《
キ
リ

ス
ト
の
礁
刑
》
と
は
本
質
的
に
変
わ
り
が
な
く
、
こ
の
時
点
で
の
内
陣
装
飾
の
意
味
も
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
そ
ら
く
さ
し
つ

か
え
な
い
。

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
の
完
成
後
、
内
部
装
飾
に
つ
い
て
新
た
な
動
き
が
出
て
き
た
の
は
、
三
十
年
後
の
パ
ッ
チ
ョ
・
デ
ィ
・
マ
ー
ジ
ョ
・
パ
ッ
チ

の
遺
言
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
ま
ず
、

一
四
四
七
年
か
ら
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
《
最
後
の
審
判
》
(
図
日
)
、
《
四
福
音
書
記
者
》
、
《
四
教
父
》
を

制
作
す
る
。
十
字
架
、
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
、
福
音
を
伝
え
た
福
音
書
記
者
、
教
会
の
基
礎
を
築
い
た
教
父
た
ち
が
加
わ
る
。
彼
ら
は
十
字
架
を
通
し
て
の

救
済
を
示
す
者
た
ち
で
あ
る
。

こ
こ
に
サ
ン
タ
・
ク
ロ
l
チ
ェ
に
は
な
か
っ
た
《
最
後
の
審
判
》
が
描
か
れ
て
い
る
理
由
は
、
ボ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
の
著
作
に
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、



十
字
架
に
も
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
も
黙
示
録
的
な
意
味
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
制
作
し
た
部
分
は
、
意
味
的

に
は
基
本
的
に
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
と
変
わ
り
が
な
い
と
言
え
る
お
。

(2) 

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
以
後

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
《
聖
十
字
架
伝
〉
と
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
の
《
聖
十
字
架
伝
》
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
点
の
う
ち
、
と
り
わ
け
重

要
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

a 

シ
パ
の
女
王
と
ソ
ロ
モ
ン
王
の
会
見
の
挿
入

b 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
と
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
の
強
調
。

こ
れ
ら
の
場
面
に
割
り
当
て
ら
れ
た
面
積
が
大
き
い
こ
と
は
、
そ
の
意
味
的
な
重
要
性
を
推
測
さ
せ
る
に
足
る
。

a 

シ
パ
の
女
王
と
ソ
ロ
モ
ン
王
(
図
ロ
)

シ
パ
の
女
王
に
閲
し
て
は
、
聖
木
を
礼
拝
す
る
場
面
は
し
ば
し
ば
拙
か
れ
、
シ
パ
の
女
王
と
ソ
ロ
モ
ン
王
が
並
ん
で
表
現
さ
れ
る
例
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら

れ
る
が
、

ソ
ロ
モ
ン
と
の
出
会
い
を
表
す
例
は
イ
タ
リ
ア
で
は
少
な
い
。
シ
パ
の
女
王
は
、
予
型
論
的
に
は
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
再
臨
の
予
告
も
し
く
は
異
教

の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

マ
タ
イ
ロ
章
必
節
に
「
ま
た
南
の
国
の
女
王
は
裁
き
の
時
、
今
の
時
代
の
者
た
ち
と
一
緒
に
立
ち
上
が
り
、

彼
ら
を
罪
に
定
め
る
だ
ろ
う
。
こ
の
女
王
は
ソ
ロ
モ
ン
の
知
恵
を
聞
く
た
め
に
、
地
の
果
て
か
ら
来
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
ソ
ロ
モ
ン
に
ま
さ
る
者
が
あ
る
。
」

(
ル
カ
日
・
担
に
も
同
じ
文
言
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
パ
の
女
王
は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
の
予
型
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
《
シ
パ
の
女
王
と
ソ
ロ
モ
ン
王
》
の

場
面
が
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
再
臨
の
予
告
と
解
釈
で
き
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
お
。
こ
れ
は
聖
ボ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
の
十
字
架
の
解
釈
に
も
通
じ
る
。

一
方
、
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
シ
パ
の
女
王
の
贈
り
物
を
東
方
三
博
士
の
贈
り
物
の
予
型
と
見
な
し
、
異
教
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
、
改
宗
を
意
味
す
る

と
考
え
た
。
ま
た
、
シ
パ
の
女
王
は
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
た
る
教
会
の
擬
人
化
で
あ
り
、
地
上
の
唯
一
の
教
会
を
表
す
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
z
。
そ
の
解
釈
の

延
長
線
上
に
東
西
教
会
統
一
を
表
す
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
ち
、
ギ
ベ
ル
テ
ィ
が
洗
礼
堂
東
扉
に
表
し
た
例
が
そ
れ
に
当
た
る
mo

こ
れ
ら
の
例
に
見
ら
れ
る
解
釈
を
敷
街
し
て
、
ピ
エ
ロ
の
場
合
も
同
様
に
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
再
臨
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ

レ
ン
ツ
ォ
制
作
時
に
構
想
さ
れ
て
い
た
表
現
内
容
を
維
持
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
表
現
内
容
は
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
の
場
合
と
も
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
も
と
づ
き
、
す
で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
上
の
唯
一
の
教
会
の
象
徴
、
東
西
教
会
統
一
を
表
す
と
い
う
解
釈

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
ム
冨



も
同
様
に
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

b 

《
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
戦
い
》
と
《
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
》

こ
の
二
つ
の
場
面
は
単
に
広
い
面
積
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、
明
ら
か
に
対
を
な
す
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。
《
聖
十
字
架
伝
》
を
扱
う
作
品
中
、
こ
の
二

つ
の
戦
い
を
と
も
に
表
す
例
は
ピ
エ
ロ
以
前
に
は
わ
ず
か
し
か
な
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
二
点
の
み
で
あ
る
お
。
ピ
エ
ロ
の
表
現
が
異
例
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
に
は
造
形
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
何
ら
か
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

《
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
戦
い
》
(
図
日
)

で
は
、
横
長
の
長
方
形
の
函
面
は
ほ
ぼ
中
央
に
川
が
流
れ
、
そ
の
左
右
に
軍
勢
が
描
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て

右
の
軍
勢
は
、
か
な
り
剥
落
し
て
い
る
が
、

ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ン
プ
l
の
模
写
か
ら
、
敗
走
す
る
有
様
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
対
照
的
に

画
面
左
半
分
を
占
め
る
軍
勢
は
粛
々
と
進
み
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
皇
帝
の
顔
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
ピ
ザ
ン
テ
イ
ン
皇
帝
ヨ
ア
ン
ニ
ス
八
世
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
の

肖
像
メ
ダ
ル
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
頭
上
に
は
、

ロ
ー
マ
軍
を
表
す
と
恩
わ
れ
る
鷲
の
軍
旗
が
翻
り
、
敗
走
す
る
軍
の
頭
上
に
は
竜
、
黒
人

な
ど
の
旗
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
異
教
徒
を
表
す
一
般
的
な
モ
テ
ィ

l
フ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
面
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
十
字
架
に
よ

る
キ
リ
ス
ト
教
の
異
教
に
対
す
る
勝
利
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

《
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
》
(
図

M
)
で
は
、
『
黄
金
伝
説
」

の
記
述
と
は
全
く
異
な
り
、
激
し
い
白
兵
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
お
。
人
馬
が
隙
聞
な
く
密
集
し

た
画
面
は
古
代
の
石
棺
を
思
わ
せ
、

ロ
ー
マ
体
験
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
《
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
》
に
お
い
て
も
、
旗
が
数
多
く
捕
か
れ
て
い
る
。
中
央

に
大
き
く
描
か
れ
た
旗
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
画
面
と
同
じ
く
鷲
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
軍
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
画
面
右
端
に
描
か
れ
た
コ
ス
ロ
エ
ス
の

玉
座
の
左
、
倒
れ
か
か
る
旗
に
は
黒
人
の
横
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
、

の
け
ぞ
っ
て
倒
れ
か
か
る
コ
ス
ロ
エ
ス
の
息
子
ぉ
の
す
ぐ
上
に
、
三
日
月
を
と

も
な
う
大
き
な
旗
が
同
様
に
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
。
三
日
月
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
表
す
一
般
的
な
モ
テ
ィ

l
フ
で
あ
り
、
そ
れ
が
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
様
は
、

こ
の
作
品
に
キ
リ
ス
ト
教
の
勝
利
と
と
も
に
反
イ
ス
ラ
ム
的
内
容
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
習
反
イ
ス
ラ
ム
的
な
要
素
は
ア

ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
に
は
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
や
は
り
看
過
し
え
な
い
点
で
あ
り
、
説
明
を
必
要
と
す
る
。
ピ
エ
ロ
は
ピ
ッ

チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
、
し
た
が
っ
て
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
の
作
品
の
持
つ
意
味
、
す
な
わ
ち
救
済
へ
の
道
の
明
示
、
教
団
内
の
一
致
と
い
う
意
味
を

保
持
し
つ
つ
、
こ
こ
に
新
た
な
意
味
を
付
け
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
お

O

qa 

内
陣
装
飾
の
意
味
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会



ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
内
陣
装
飾
が
行
わ
れ
た
一
四
四
七
年
か
ら
一
四
六
六
年
の
二
十
年
間
は
イ
タ
リ
ア
と
東
方
と
の
関
係
に
と
っ
て
、

一
四
五
三
年
の
ピ
ザ
ン

テ
ィ
ン
帝
国
滅
亡
を
は
じ
め
、
大
き
な
事
件
が
相
次
い
だ
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
ピ
エ
ロ
が
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
皇
帝
の
肖
像
を
わ
ざ
わ

ざ
引
用
し
、

ロ
ー
マ
寧
の
勝
利
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
敗
北
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
画
面

に
、
当
時
の
世
界
情
勢
の
反
映
を
認
め
る
こ
と
は
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ピ
エ
ロ
の
壁
画
を
、
観
賞
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
当

の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
直
接
示
す
資
料
は
現
在
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

が
こ
れ
ま
で
十
字
軍
や
教
会
統
一
と
い
う
問
題
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
は
十
五
世
紀
中
頃
の
東
西
教
会
統
一
や
軍
の
派
遣
と
い
う
一
連
の
動
き
に
対
し
て
、
基
本
的
に
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
な
事

実
や
伝
承
が
そ
れ
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

① 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に
十
二
人
の
会
員
が
参
加
し
教
義
面
の
検
討
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
総
長
グ
リ
エ
ル
モ
・
ダ
・
カ
ザ

l
レ
、
シ
エ
ナ
の
聖

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
、
ジ
ヨ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
カ
ペ
ス
ト
ラ

l
ノ
、
ジ
ャ
コ
モ
・
デ
ッ
ラ
・
マ
ル
カ
、

ア
ル
ベ
ル
ト
・
サ
ル
テ
ア

l
ノ
等
の
名
が
見
え
る
。

サ
ル
テ
ア

1
ノ
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
解
し
、
公
会
議
で
は
通
訳
と
し
て
活
隠
し
た
お

O

② 

聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
!
ノ
は
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
使
節
団
を
前
に
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
聖
堂
で
説
教
し
た
際
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
を
解
さ
な
い
の
に
ギ
リ
シ
ア

語
で
話
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
お
。

③ 

教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
四
世
は
、

一
四
四
三
年
に
聖
ペ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
に
十
字
軍
派
遣
の
た
め
各
地
で
説
教
を
行
う
よ
う
依
頼
し
た
が
、
こ
れ
は
実
現

し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
は
翌
一
四
四
四
年
に
没
し
た
お
ロ

④ 

ジ
ャ
コ
モ
・
デ
ッ
ラ
・
マ
ル
カ
に
対
し
ピ
ウ
ス
二
世
は
一
四
五
九
年
五
月
十
九
日
付
の
書
簡
で
、

マ
ル
ケ
地
方
に
お
い
て
十
字
軍
派
遣
に
関
す
る
説
教

を
行
う
よ
う
要
請
し
、
軍
へ
の
参
加
者
に
は
瞭
宥
を
与
え
る
と
言
明
し
て
い
る
宮

⑤ 

そ
の
翌
日
の
五
月
二

O
日
付
の
ジ
ャ
コ
モ
・
デ
ッ
ラ
・
マ
ル
カ
宛
書
簡
で
、
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
は
モ
レ
ア
に
お
け
る
地
勢
、
産
物
、
住
民
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
彼
は
続
け
て
「
モ
レ
ア
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
主
権
を
再
び
打
ち
立
て
る
こ
と
は
ト
ル
コ
に
対
し
て
大
き
な
痛
手
と
な
る
で
あ
ろ
う
習
」

と
述
べ
て
い
る
。
ペ
ッ
サ
リ
オ
ン
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に
お
け
る
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
側
代
表
団
の
中
心
人
物
で
、
東
西
教
会
再
統
合
に
指
導
的
な
役
割

を
演
じ
、
帝
国
の
滅
亡
後
は
イ
タ
リ
ア
に
亡
命
、

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
保
護
枢
機
卿
を
務
め
て
も
い
る
。

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
ム
耳



四

⑥ 

フ
ラ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ダ
・
レ
ッ
チ
ェ
と
い
う
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
説
教
師
は
十
字
軍
に
つ
い
て
の
説
教
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
行
い
、
こ
れ
を
エ
ラ

ス
ム
ス
が
聴
い
て
い
る
。

エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
彼
が
十
字
軍
に
つ
い
て
の
説
教
の
最
中
に
や
お
ら
服
を
脱
ぎ
捨
て
、
下
に
着
て
い
た
十
字
軍
の
制
服
と
鎧
を

わ
ざ
わ
ざ
見
せ
つ
け
た
、
と
報
告
し
、
そ
れ
が
わ
ざ
と
ら
し
い
と
非
難
し
て
い
る
お

O

こ
れ
ら
の
事
実
や
伝
承
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
が
こ
の
問
題
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
が
関
与
し
て
い

た
の
は
実
は
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
教
団
草
創
期
か
ら
彼
等
は
東
方
宣
教
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
自
身
、

エ
ジ
プ
ト
や
パ

レ
ス
チ
ナ
で
宣
教
活
動
を
試
み
た
。
し
か
も
そ
れ
は
唯
一
の
例
で
は
な
い
。
ア
レ
ッ
ツ
ォ
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院
の
創
立
者
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
シ

一
ガ
ル
デ
ィ
は
一
二
一
一

0
年
代
以
降
ラ
テ
ン
帝
国
内
で
活
動
し
、

一
一
一
二
一
年
に
は
、

ロ
マ

l
ニ
ア
(
ラ
テ
ン
帝
国
)
管
区
長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
哲

ま
た
、
教
会
統
一
と
い
う
問
題
も
フ
エ
ツ
ラ
l
ラ
"
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
で
初
め
て
協
議
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
回
十
字
軍
の
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
と
正
教
会
の
分
裂
が
決
定
的
に
な
っ
て
以
来
“
、
教
会
統
一
は
た
び
た
び
議
論
の
的
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
は
そ
こ
に
常
に
関
わ
り
を
も
っ

て
き
た
。

一
二
七
四
年
の
リ
ヨ
ン
公
会
議
で
は
、
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
八
世
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
と
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
世
の
聞
で
教
会
統
一
の
合
意

に
至
っ
た
が
、
正
教
会
の
聖
職
者
に
よ
る
強
い
反
対
の
た
め
、
ミ
カ
エ
ル
の
死
後
ま
も
な
く
合
意
は
破
棄
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
教
会
統
一
の

た
め
の
仕
事
に
、

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
ジ
ロ

l
ラ
モ
・
ダ
ス
コ
リ
(
後
の
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
四
世
)
を
重
用
し
、
ま
た
同
じ
く
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
ヨ
ハ

ン
ネ
ス
・
パ
ラ
ス
ト
ロ
ン
が
交
渉
に
当
た
っ
た
位
。
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
と
教
会
統
一
と
の
関
わ
り
、
聖
地
と
の
関
わ
り
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
も
そ
も
十
字
軍
自
体
、
当
初
か
ら
教
会
統
一
と
い
う
課
題
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
が
今
日
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
習
す
な
わ
ち
、
十
五
世
紀
に

お
け
る
教
会
統
一
へ
の
模
索
と
十
字
軍
派
遣
計
画
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
と
の
関
わ
り
は
、
教
会
統
一
運
動
の
歴
史
、
十
字
軍
の
歴
史
、
教
団
そ
の
も

の
の
歴
史
と
同
じ
ほ
ど
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

フ
エ
ツ
ラ

l
ラ
日
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に
お
い
て
会
員
が
様
々
な
形
で
関
与

す
る
こ
と
、
そ
の
後
の
十
字
軍
計
画
に
お
い
て
色
々
な
局
面
で
登
場
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ピ
エ
ロ
の
壁
画
を
見
る
会
員
た
ち

は
、
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
以
来
の
聖
地
や
ギ
リ
シ
ア
と
の
関
わ
り
、
教
会
統
一
や
十
字
軍
と
の
関
わ
り
を
思
い
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
そ
の
時
に
は
ア

レ
ッ
ツ
ォ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
院
の
開
祖
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
シ
ニ
ガ
ル
デ
ィ
の
追
憶
も
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
等
は
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

壁
画
が
自
分
た
ち
の
聖
堂
の
内
陣
を
飾
る
こ
と
を
歓
迎
し
た
に
違
い
な
い
。
ピ
エ
ロ
の
壁
画
が
、

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
に
お
け
る
聖
地
、
十
字
軍
と
の
関
わ
り

を
背
景
と
し
て
、
ト
ル
コ
と
の
戦
い
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
き
わ
め
て
蓋
然
性
の
高
い
解
釈
で
あ
る
と
言
え



る“。し
か
し
な
が
ら
、

ア
レ
ッ
ツ
ォ
に
描
か
れ
た
戦
い
は
、
十
一
、
十
二
世
紀
の
十
字
軍
と
同
じ
で
は
な
い
。
軍
事
力
に
よ
っ
て
聖
地
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
手
に

入
れ
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
言
う
戦
い
と
は
、

エ
ル
サ
レ
ム
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
ト
ル
コ
の
脅
威
か
ら
キ

リ
ス
ト
教
世
界
を
守
る
防
衛
的
な
性
格
の
戦
い
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ピ
エ
ロ
が
制
作
し
て
い
た
時
期
に
は
軍
事
行
動
の
計
画
が
あ
り
、
ま
た
実
際
戦
闘
も

行
わ
れ
た
。
ピ
エ
ロ
の
壁
画
は
そ
れ
ら
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
計
画
な
い
し
戦
闘
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

②①  

一
四
五
三
年
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
陥
落
直
後
に
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世
が
呼
び
か
け
た
も
の
。

一
四
五
六
年
、
カ
リ
ス
ト
ゥ
ス
三
世
の
時
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
摂
政
フ
ニ
ャ

1
デ
ィ
・
ヤ
l
ノ
シ
ユ
と
ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
・
ダ
・
カ
ペ
ス
ト
ラ
l
ノ
に
よ
る

勝
利
。

③ 

一
四
五
九
年
、

マ
ン
ト
ヴ
ァ
公
会
議
で
ピ
ウ
ス
二
世
が
呼
び
か
け
、

一
四
六
二
年
に
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
の
教
皇
の
死
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
も
の
。

こ
の
三
つ
で
あ
る
哲

一
四
五
三
年
に
は
ト
ル
コ
の
脅
威
は
差
し
迫
っ
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
諸
候
の
反
応
は
鈍
く
、
ヨ

I
ロ
ッ

パ
各
国
が
結
束
し
て
の
戦
い
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
唯
一
、
地
理
的
に
ト
ル
コ
に
近
く
、
そ
の
脅
威
を
肌
で
感
じ
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
み
が
戦
い
に
臨
み
、

一
四
五
六
年
の
ベ
オ
グ
ラ

1
ド
に
お
け
る
勝
利
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、

フ
ニ
ャ
l
デ
ィ
・
ヤ
l
ノ
シ
ユ
を
助
け
て
軍
を
鼓
舞
し
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
カ
ペ
ス
ト
ラ
1
ノ
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
厳
修
派
の
中
心
的
な

人
物
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ベ
オ
グ
ラ
l
ド
で
の
勝
利
が
ピ
エ
ロ
の
壁
画
の
、
す
く
な
く
と
も
二
つ
の
戦
闘
場
面
を
描

く
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
哲
と
こ
ろ
で
ベ
オ
グ
ラ
l
ド
で
の
勝
利
は
も
っ
ぱ
ら
フ
ニ
ャ
l
デ
ィ
・
ヤ
l
ノ
シ
ユ
の
寧
に
よ

る
も
の
で
、
そ
の
勝
利
の
後
、
勝
利
を
確
実
な
も
の
と
す
べ
く
教
皇
カ
リ
ス
ト
ゥ
ス
三
世
が
参
戦
を
呼
び
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
側
諸
国
、
諸
侯
は
腰

を
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

マ
ン
ト
ヴ
ァ
公
会
議
で
の
ピ
ウ
ス
二
世
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
も
、
反
応
は
芳
し
く
な
く
、
教
皇
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
十
字
軍
を
指
揮
し
よ
う
と
し
た
の
は

よ
う
や
く
一
四
六
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
戦
い
の
中
で
は
、
ピ
ウ
ス
二
世
の
呼
び
か
け
た
も
の
が
壁
画
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

五



一ムハ

ピ
ウ
ス
二
世
と
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
つ
な
が
り
は
明
白
で
あ
る
。
ピ
ウ
ス
の
教
皇
登
位
直
後
の
一
四
五
八
、
五
九
年
に
ピ
エ
ロ
が
ロ
l

マ
に
滞
在
し
て
制
作
し
た
の
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
の
壁
画
で
あ
っ
た
宮
し
た
が
っ
て
、
ピ
ウ
ス
が
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
壁
画
に
何
ら
か
の
形
で
介
入
し
、
ピ
エ

ロ
が
そ
れ
を
受
け
て
ト
ル
コ
と
の
戦
い
を
暗
示
す
る
よ
う
な
作
品
を
描
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
マ
ン
ト
ヴ
ア

公
会
議
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
目
的
や
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
、
ピ
エ
ロ
が
全
く
知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の

滞
在
時
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
実
で
は
な
い
が
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ョ

l
レ
聖
堂
の
礼
拝
堂
天
井
に
ピ
エ
ロ
は
四
福
音
書
記
者
像
を
描
い
て
い
る
。

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ョ

l
レ
の
司
祭
長
は
ギ
ヨ

l
ム
・
デ
ス
ト
ゥ
ッ
ト
ヴ
ィ
ル
枢
機
卿
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
ま
た
ピ
ウ
ス
二
世
と
と
も
に
マ
ン
ト
ヴ
ア

公
会
議
に
参
加
し
、

一
四
六
四
年
に
ピ
ウ
ス
が
病
身
を
押
し
て
十
字
軍
を
率
い
る
た
め
に
ア
ン
コ

l
ナ
に
赴
い
た
際
に
も
同
行
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
に
は
関

わ
り
が
深
か
っ
た
哲
こ
の
事
実
も
、
ピ
エ
ロ
の
《
聖
十
字
架
伝
》
と
対
ト
ル
コ
十
字
軍
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

四

結
三五

サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
の
装
飾
の
経
過
を
ふ
り
か
え
る
と
、
完
成
当
時
は
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
画
家
の
《
疎
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
が
物
理
的
に

も
意
味
的
に
も
装
飾
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
十
字
架
を
通
し
て
の
救
済
、
キ
リ
ス
ト
と
の
一
体
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
サ
ン
タ
・
ク
ロ
l

チ
ェ
聖
堂
の
初
期
の
装
飾
が
チ
マ
プ

l
エ
《
礁
刑
の
キ
リ
ス
ト
》
を
中
心
と
し
て
い
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
《
最
後
の
審
判
〉

を
描
い
た
こ
と
で
、
主
題
の
黙
示
録
的
な
意
味
は
よ
り
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
た
。

続
い
て
ピ
エ
ロ
が
《
聖
十
字
架
伝
》
を
描
く
。
十
字
架
以
前
、
疎
刑
、
十
字
架
以
後
と
い
う
展
開
を
見
せ
る
点
で
は
サ
ン
タ
・
ク
ロ
l
チ
ェ
の
場
合
と
同
じ

で
あ
る
。
《
ア
ダ
ム
の
死
》
、
《
聖
十
字
架
の
高
揚
》
、
《
十
字
架
の
発
見
と
検
証
》
の
場
面
で
は
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
と
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
シ
パ
の
女
王
の
場
面
で
は
ソ
ロ
モ
ン
王
が
付
け
加
え
ら
れ
、
異
教
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
と
い
う
意
味
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
サ
ン
タ
・
ク

ロ
l
チ
ェ
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
二
つ
の
戦
い
の
場
面
が
大
き
く
対
比
的
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
《
聖
十
字
架
伝
》
と
い
う
主
題
が
本
来
も
っ
て
い
た

十
字
軍
と
教
会
統
一
と
い
う
意
味
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
東
方
宣
教
と
も
関
連
し
、
ト
ル
コ
と
の
戦
い
に
熱

心
で
あ
っ
た
教
皇
ピ
ウ
ス
二
世
の
意
向
を
お
そ
ら
く
は
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
内
陣
装
飾
全
体
に
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ
l
チ
ェ
と
は
異
な
る



ト
ル
コ
と
の
戦
い
と
い
う
新
た
な
意
味
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ピ
エ
ロ
は
、
十
字
架
を
通
し
て
の
救
済
と
い
う
内
陣
装
飾
全
体
の
意
味
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

も
、
《
聖
十
字
架
伝
》
と
い
う
主
題
が
本
来
も
っ
て
い
た
十
字
軍
と
い
う
内
容
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
具
体
的
な
意
味
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

註

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
〈
聖
十
字
架
伝
》
の
研
究
は
膨
大
の
一
語
に
尽
き
、
こ
の
場
で
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
池
上
二

O
O三
、
二

O
O八

に
そ
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
陣
装
飾
と
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
聖
堂
内
陣
装
飾
の
関
係
に
つ
い
て
は
池
上
二

O
一
O
を
も
参
照

さ
れ
た
い
。

3 ・2

の
0
3
4
h州
W
Z
円。・尻町
hwp
℃U
・日立

γ也
N
・

4 

同
一
ヨ
ロ
席
。
己
主
ω
-
o
Z
〉『
A
W
N
N
。・包∞吋・℃・

8
・
の
め
ロ
宮
口
『
0
・
忌
∞
mw
・。.山高・

《
聖
十
字
架
伝
》
の
制
作
年
代
を
め
ぐ
っ
て
は

n
S
E
c
s
-
8
8を
参
照
。
向
者
で
は
記
録
文
書
の
分
析
か
ら
制
作
開
始
を
一
四
五
七
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

し
て
は

ERE--
℃
℃
・
下
回
及
び
回

g
Z『・
3
・
N
お
l
N
g
の
反
論
が
あ
る
。
両
者
と
も
一
四
五
七
年
の
文
書
を
も
っ
て
、

一
四
五
八
年
の
ピ
エ
ロ
の
ロ

I
マ
滞
在
以
前

に
壁
画
が
完
成
し
た
こ
と
を
示
す
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
私
見
で
は
ロ

l
マ
滞
在
以
後
も
制
作
は
継
続
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

ラ
イ
ト
ポ
ウ
ン
は
こ
の
花
瓶
の
モ
テ
ィ

l
フ
が
司

B
R
E
E
号
-
E笠
の
フ
ァ
サ
l
ド
に
見
ら
れ
る
花
瓶
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
る
。
「
一
mZF04弓ロ・目当
-
H
N
U
・笛吋・

ロ-
H
0
・

6 

叶
『
。
吉
宮
O
D
に
よ
る
。
チ
マ
プ
l
エ
に
つ
い
て
は
回
巳
巴
ω
巴
-
U
・。
N
・
回
色
。
巳
・
目
当
・
ヨ
IZ--

no-0・℃℃

-N-ー

ω「
吋
申
l
∞同・

7 8 

(v-HMo--ω
円。・
U
-
H
H
U
・

9 

Q
u
a
-
R
0・匂・
H
N
0
・↓
F
。
sumwOD--M・吋
N
・

10 

註

3
を
参
照
。

11 

池
上
、
二

O
一
0.

12 

回

m=。ω
一・目
v
・
Ho--

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

七



J¥ 

13 

吋

O
E
E・
件
。
ョ
。
口
・
匂
・

gN-m-zgp
℃・∞品・富。。『
E
S
-
同】・

3
・

14 

聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
黙
示
録
の
第
六
の
天
使
と
の
同
一
視
は
回

o
g〈
g
z
g
含
回
お
き
『
O
E
O
-
t
h崎
S
忌
』
向
。
民

M.S-
宮
司
o
E
P
S
B
R
E
m
-
-
M色
。
〈

ω-

E
一円『一巳司

5
2
2
2
5・
N
8品・
1
5
0を
参
照
。
聖
痕
拝
受
に
つ
い
て
は
同
番
号
-SNla喝
を
参
照
。
邦
訳
は

3
・
ロ
lNO及
び

3
・
HE--80

↓F
O
B℃
ω
。
ロ
・
℃
℃
・
ミ
ム
出
・

15 16 

、円

Fo呂
志
O
ロ・同
M

・
S
・
総
長
と
し
て
の
ポ
ナ
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l
ラ
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
室
。
。
『
ヨ

S-
ヨ
-
z
?
5
h日・

17 

『
黄
金
伝
説
」
第
二
巻
、
目
当
・
ロ
ア
呂
町
第
三
巻
、

8
・
8ゐ
l
品目。。

18 

回
ω02・
nF・回目・℃℃・印品
lHωN・

19 

回虫
w

『?《
VE--
回目・℃℃・

]-ωNl]石
ω・

20 

の一句。

=ω
吋

0・℃℃
-N叶
ωlN吋h
p

・

21 

ル
イ
九
世
寄
進
の
十
字
架
の
聖
遺
物
、
ア
ン
ジ
ュ

l
家
と
サ
ン
タ
・
ク
ロ

l
チ
ェ
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
は
十
字
軍
と
教
会
統
一
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

Q
U
o
E
5・。。・
N叶
?
N也
∞
参
照
。

22 

の一
u
。
=ω
『
0・℃匂・
N甲山
可

lN由∞・

23 

パ
ー
ト
は
ア
ニ
ヨ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
の
壁
画
の
背
景
に
荒
野
の
隠
修
士
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
修
道
院
改
革
運
動
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
回

8
F
B・
ω81ω
ミ・

聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
シ
ニ
ガ
ル
デ
ィ
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
冨

0
2
E
g・
u・
Nω
。
移
転
と
現
聖
堂
の
取
得
、
改
修
に
つ
い
て
は
の

g
E
C
E
S
S
-
U℃
・
芯
l
S参
照
。

24 25 

ギ
ル
パ

l
ト
は
、
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
ア
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ッ
デ
ィ
の
コ
ピ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ピ
エ
ロ
は
ピ
ッ
チ
の
構
想
を
部
分
的

に
引
き
継
い
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
研
究
者
が
同
様
の
見
解
を
示
し
、
ピ
エ
ロ
研
究
者
の
共
通
認
識
と
言
え
る
。
の
ロ

Z
F
S・
誌

1a-ロ・
8
・
ま

た
ラ
イ
ト
ボ
ウ
ン
が
ピ
ッ
チ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
《
最
後
の
審
判
》
が
装
飾
の
鍵
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
正
当
な
指
摘
で
あ
る
。
口
問
Z
F
O巧
pu--Nω
・

26 

。F
何
回

ω
円O
F
-
-
戸
市
V
J

可∞・℃
-
M

・H

{

}

品
l--N・

27 

シ
パ
の
女
王
の
旅
は
列
王
記

m.
1
l
u。
ま
た
詩
編

η
、
イ
ザ
ヤ

ω
・
6
に
も
言
及
が
あ
る
。
こ
の
記
事
の
予
型
論
的
解
釈
に
つ
い
て
は
回
忠

F
3・
お
∞
l
s
p

28 

R
E
E
F
o
-
s
o『・℃同】・同∞
OlH∞
N・
ωnFE巴仏角川円・匂
-N吋・

29 

一
一
五
五
|
六
五
頃
制
作
の
行
列
用
十
字
架
お
よ
び
ミ
ゲ
ル
・
ア
ル
カ
ニ
エ
ス
の
祭
壇
画
(
パ
レ
ン
シ
ア
、
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
美
術
館
)
。
い
ず
れ
も
回

8
2
に
言
及



さ
れ
て
い
る
。

30 

「
黄
金
伝
説
」
の
記
述
と
異
な
る
描
写
に
な
っ
て
い
る
理
由
を
ラ
イ
ト
ポ
ウ
ン
は
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
・
ピ
プ
リ

オ
テ
カ
リ
ウ
ス
の
著
作
を
参
照
し
た
た
め
と
推
測
し
て
い
る
。
亡

mzgd〈ロ・問者・
HNω
・
5
h日
・
お
∞

P
-
N
-
n
b還
さ
h
誌』
vbhq~
与
さ
同
宮
崎
止
匂
匙
町
。
S
R
a
3
.
h
h
h句
E
3
.
a

町
内
之
内
た
ね
え
九
円
余
回
。
ロ
ロ
ω0・目ヨ目
MOg-ω
包
・
君
。
F
o
-
-
-
∞
合
・

3
・
5
ω
1
5
0・

31 

ラ
イ
ト
ボ
ウ
ン
は
ペ
ル
シ
ア
の
将
軍
同
町
民
主

g
と
看
倣
し
て
い
る
。

F
E
E
σ
0
4弓ロ
-
u・
Ha品・

32 

サ
ヴ
ォ
レ
ッ
リ
は
《
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
戦
い
》
に
描
か
れ
た
後
足
で
立
つ
ラ
イ
オ
ン
の
旗
の
上
部
に
百
合
の
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る

g
宮
内
同
.
〉
ロ
同
志
(
ア
ン
ジ
ュ

l
の
「
チ

l
フ
」
)
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ア
ン
ジ
ュ

l
家
に
近
い
一
族
が
壁
画
制
作
に
関
わ
っ
た
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
後
足
で
立

つ
ラ
イ
オ
ン
を
紋
章
と
す
る
一
族
の
う
ち
か
ら
候
補
と
し
て
ア
ッ
チ
ャ
イ
ウ
ォ

l
リ
家
を
挙
げ
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ア
ッ
チ
ャ
イ
ウ
ォ

l
リ
が
ア
レ
ッ
ツ
ォ
司
教
を
つ
と

め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
同
家
と
ピ
エ
ロ
の
壁
聞
と
の
関
わ
り
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
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ω〈
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B
E
-
-
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十
五
世
紀
中
頃
に
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
内
部
の
会
則
緩
和
派
と
厳
修
派
の
対
立
が
深
ま
っ
て
お
り
、
教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
四
世
、
ピ
ウ
ス
二
世
と
も
厳
修
派
寄
り
の

態
度
を
取
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
で
は
ピ
エ
ロ
の
弟
子
ロ
レ
ン
テ
ィ

l
ノ
・
ダ
レ
ッ
ツ
ォ
が
《
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l

ノ
伝
》
壁
画
を
一
四
六
三
年
に
制
作
し
て
い
る
。
会
則
緩
和
派
に
属
す
る
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
で
厳
修
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
の
物

請
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
型
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
が
一
四
二
八
年
に
他
な
ら
ぬ
こ
の
聖
堂
で
行
っ
た
説
教
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
教
団
内
の
一
致
を
呼
び
か
け

る
意
味
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
内
陣
の
窓
の
隅
切
に
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
ロ
レ
ン
テ
ィ

l
ノ
の
手
に
な
る
型
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
の
頭
部
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
巧
。
。
ι・
3
・
S
l
gも
同
様
の
見
解
を
示
す
。
教
囲
内
の
対
立
に
つ
い
て
は
富
。

R
E
S
-
3・
主

T
お
印
参
照
。
ロ
レ
ン
テ
ィ

l
ノ
・

ダ
レ
ッ
ツ
ォ
に
つ
い
て
は
月
号

3
参
照
。
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パ
ク
サ
ン
ド
l
ル
、
。
・

2
。

40 

冨
巴
z
z
n
n一・。・
8
・
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
内
に
は
シ
ニ
ガ
ル
デ
ィ
の
墓
が
あ
る
。

41 

東
西
教
会
の
分
裂
は
一

O
五
四
年
で
は
な
く
第
一
回
十
字
軍
の
後
に
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
で
決
定
的
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
が
今
日
で
は
支
配
的
で
あ
る
。
橋
川
、
司
・

5

お
よ
び
。
・

8
、
冊
。

42 

リ
ヨ
ン
公
会
議
に
お
け
る
教
会
統
一
の
経
緯
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
富
。
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。
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44 

ロ
ン
ケ
イ
は
教
皇
、
イ
タ
リ
ア
諸
侯
に
よ
る
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
再
興
の
企
て
が
、
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
、
キ
エ
フ
の
イ
シ
ド
ロ
ス
ら
の
影
響
下
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

45 

指
摘
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
は
こ
の
計
画
に
関
し
て
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
同
O
R
Z
F
U
P
Nお
INU--

こ
の
三
つ
の
軍
事
行
動
計
画
な
い
し
戦
闘
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
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ピ
ネ
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ラ
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ポ
ウ
ン
も
ピ
エ
ロ
と
エ
ス
ト
ゥ
ッ
ト
ヴ
イ
ル
拒
機
卿
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る

o
E
S
E
-
3・斗
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「一周宮
σod弓ロ・。・
z
u・

(
付
記
)

本
稿
は
二

O
二
年
度
美
術
史
学
会
東
支
部
例
会
(
二

O
一
一
年
七
月
二
十
三
日

於
早
稲
田
大
学
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
も
と
づ
く
。
そ
の
際
に
は
越
川

倫
明
、
永
滞
峻
、
小
佐
野
重
利
の
各
氏
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
鰐
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

参
考
文
献
一
覧

〉
〉
・
〈
〈
-
-
b
S
5
8
句
官
官
な
丸
町
、
な
遣
問
九
九
ぬ
還
な
ぬ
遣
。
忌
3
H
h
H

宮
』
wdN8・司

回思『
FF
回州
R肖
σgω
吋戸P
k』占、句思叫昨偽コ込.可『
E角品町鳴内ミ句。守甲司て。
s。ミR弘同吋己砕常偽
hじ偽
h喝偽

sミミ弘冷ミ、忌偽司汁トミミぬ〔
ηリ、さ。柄包匂宮同可ロ』d偽RミH足町

zぬs誌ミh札同、言遣ぬ品h腎R偽F.
、↓同吋，『
Eω
ロ
ω-Eω
旦丹
z。包ι三同守宮吋3。ヨ門
Fz。ロ
己
E丹Rの
Fσ
可

Fz。命司『
5伶。包
ι可
.Fzぬ旦是-Eι号。
gロ



a
n
d
 Boston

，
 Brill

，
 2004. 

Banker. james. ..Contributi alla Cronologia della vita e
 opere di 

Piero della Francesca
，. 

in 
Arte Cristiana，

 823. v
o1.92. 2004. pp. 248-258. 

Bellosi. Luciano. Cimabue. Milano. Federico Motta. 1998. 

Centauro. Giuseppe.
‘Ricerca storica

，.. 
in 

U
n
ρ
rogetωρ

er Piero della Francesca，
 Firenze. Alinari. 1989. pp. 79-

15
1. 

Centauro. Giuseppe. Dipuzti murali di Piero della Francesca. Milano. Electa
，

 1990. 

Centauro
，

 Giuseppe e
 Settesordi. E

n
z
o
，

 Piero della Francesca 
C
o
m
m
i
t
e
n
z
a
 e
ρ
itfura，

 Poggibonsi. Lalli Editore. 2000. 

Chaste l. 
A
n
d
r
e
，‘

L
a
 rencontre d

e
 S
a
l
o
m
o
n
 et 

de la 
Reine de S

a
b
a
 d
a
n
s
 l'iconographie 

medievale
，. 
in 

Gazetfes des Beaux-Arts. X
X
X
V
.
 1949. 

pp. 9 9-
104. in 

Fables F
o
r
m
e
s
 Figllres，

 Paris. Flammarion. 1978. pp. 103-12
1. 

Cipollaro. Costanzo. Agllolo G
a
d
d
i
 e

 la L
e
g
g
e
n
d
a
 di Sallfa Croce，

 Foligno e
 Ca
m
p
i
 Bisenzio

，
 Cartei &Bianchi Edizioni. 2009. 

Cole
，

 Br
u
c
e
，

 Ag
n
o
l
o
 G
a
d
d
i，

 Oxford
，

 Ox
f
o
r
d
 University Press. 1977. 

Garrison
，
 Ed
w
a
r
d
.
 Ita

/iall 
Romanesqlle Painting. N

e
w
 York. H

a
c
k
e
r
，

 1976 (originally Florence 1949) 
.

 

Geanakoplos. D
e
n
o
 john. Inferaction 0/ the 

.Sibluzg'" Byzalltine a
n
d
 Western C

lIltllres 
in 

the M
i
d
d
l
e
 A
g
e
s
 a
n
d
 Ilaliall 

Renaissallce 
(330

-1
6
0
0人

N
e
w
 H
a
v
e
n
 a
n
d
 London. Yale University Press. 1976 

Gilbert. 
Creighton. C

h
a
n
g
e
 in Piero della Frallcesca，

 Locust Valley. J.J. 
Augustin Publisher. 1968. 

Ginzburg. Carlo. Indagini su Piero
，

 Torino. Einaudi. 1981 
(
砕
ν
'1
'
(
ト
去
、
'
令
会
ロ

r
~
吋
ロ
・

1ト
ト

lト
・
ト
恥
入
、
ト
.
，

tく
-
RS

穏
j
縛

世
誕

*
馬

桜
根

崎
←

恥
相
!
訟

1
 ~
~
<
)
 

Krautheimer. Richard. Lorenzo Ghiberli，
 Princeton 

(Nj). Princeton University Press. 1982. 

Li
ghtbown. Ronald. Piero della Francesca，

 Ne
w
 York. L

o
ndon. Paris. A

b
b
e
vil1e

 Press. 1992. 

Maetzke. A
n
n
a
 Maria

，‘
Pittura 

nel 
D
u
e
c
e
n
t
o
 e

 del 
Trecento nel 

territorio 
aretino

，.. 
in 

L
a
 Pillllra 

in 
Italia 

il 
Duecento e

 il 
Trecellto

，
 Milano 

Elect a. 
1985. t

o
m
o
 1， 

p. 
367. 

Matteucci O. F. 
M
.
，

 Guarberto. L
a
 missioneノシ

'(J1zcescana
di Costanlinoρ

o
/i， 

1. 
Edizioni Studi Francescani. Firenze. 197

1. 

三
J
II

ロ
・
:
ト
ト

1ト
・
ト

tト
入
、
ト
パ

tく
令

よ
J
I' Iト

λ
ホ
t
1

tく
04

百
1 

1 
1 



1111 

M
o
o
r
m
a
n
.
 J

 
ohn. A

 Histo
η
I
 01 the Franciscan Order F

r
o
m
 its 

Origins
ω

Ihe 
Year 151

7， 
London. Oxford University Press. 

1968 
(reprinted b

y
 

FranCIscan H
e
r a1

d
 Press. Chicago. 1988よ

Pastor. Ludovico. 5101
也

dei
p
a，ρ
i

 da
l/a

 fine del m
e
d
i
o
 evo，

 vo
l.I -

II. 
R
o
ma. 

Desclee Editori. 1910. 

Pinelli. 
Antonio. 

<<EserCIzi 
di 

metodo: Piero e
 Be
n
o
z
z
o
 Gozzoli 

a
 R
o
m a. 

tra 
cronologia 

relativa 
e
 cronologia assoluta

，.. 
in 

Ricerche di storia 

de
ll'arte

，
 76
，

 2002. pp. 7-30. 

Pfleger
，

 Susanne
，

 Eine Legende u
n
d
 ihre Erzahlformen

，
 Peter Lang. Frankfurt a

m
 Mein. 1994. 

Riley-Smith. Jonathan
，

 5toria de
l/e

 crociate，
 Milano. Mondadori. 1994. 

Ronchey. Silvia. 
L
'
E
n
i
g
m
a
 di Piero L'ultimo bizantino e

 la crociatalan
加

m
a
nella rivelazione di u

n
 grande quadro，

 Milano
，
 Rizzoli. 2∞

6. 

R
O
fI・
o.

Angelandreina. 
Lorentino d'Arezzo discepolo di Piero della Francesca，

 Ro
ma. 

Fratelli Palombi Editori. 1996. 

S
a1
mi. Mario. L

a
ρ
ittura di Piero della Francesca，

 No
v
a
ra. 

Istituto Geografico D
e
 Agostini

，
 1979. 

Savorelli. Alessandro
，
 Piero della Francesca e

 l'ultima crociata 
Araldica，

 storia e
 arte tra gotico e

 Rinascimento
，
 Firenze. L

e
 Lettere. 1999. 

Schneider
，

 Laurie. <<The Ic
o
n
o
g
r
a
p
h
y
 of Piero della Francesca's Frescoes Ill

ustrating the L
e
g
e
n
d
 of the T

r
u
e
 Cross

，.. 
in 

A
r
t
 Quaterly，

 32
，
 1969. 

pp.23-48. 

Sindon a. 
Enio. L

・0ρ
era

c
o
mρ

lela di C
i
m
a
b
u
e
 e

 il 
m
o
m
e
n
t
o
 figurativo

ρ
regiottesco，

 Milano. Rizzoli. 1975. 

T
h
o
m
p
s
o
n
.
 N
a
n
c
y
 M..

‘T
h
e
 FranCIscans a

n
d
 the T

r
u
e
 C
r
oss: 

the Decoration of the Cappella M
a
g
g
i
o
r
e
 of Santa Croce in 

Florence
，.. 
in 

Gesta，
 

XLIII/
l. 
2∞

4
，

 pp. 61-79. 

T
h
u
r
e
a
u
 -
Dangin. P

a
u l. 

L
俳
句
f
5aint Bernardino 015iena，

 translated from F
r
e
n
c
h
 b
y
 Baroness G. 

v
o
n
 Hugel. L

o
n
d
o
n
 a
n
d
 Boston. Philip 

Lee 

W
a
r
n
e
r
 Publisher. reprinted b

y
 Kessinger Publishing. s. 

d. 

Todini. Filippo ・‘
Pittura

nel D
u
e
c
e
n
t
o
 e

 del Trecento in 
U
m
b
r
i
a
 e

 il 
cantiere di 

Assisi
，.. 
in 

L
a
 ρ
ittura in 

Italia 
il 
Duecento e

 il 
Trecento

，
 Milano

，
 

Electa. 1985. t
o
m
o
 II. 

pp. 375ー383.
582-5

83. 

Vasari. Giorgio. L
e
 vite 

de・
ρ
iu

eccelenti
ρ
ittori scu

/tori e
 architettori，

 a
 cura di 

Paola Della Pergola. Luigi Grassi e
 Giovanni Preivitali. 

N
o
v
a
ra. 



Istituto Geografico D
e
 Agostini. 1967. 

Wadding. Luca. Annales M
i
n
o
r
u
m
 seu T

r
i
u
m
 O
r
d
i
n
u
m
 a

 S. 
Frallcisco I

m
t
Ilutorum

，
 XI
 -
XIII. Firenze. Quaracchi. 1932. 

W
o
o
d
.
 Jeryldene M..

‘Piero's 
L
e
g
e
n
d
 of 

the 
T
r
u
e
 Cross a

n
d
 the 

Friars of 
5
a
n
 Francesco>>. 

in 
T
h
e
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 C

o
mρ

allioll 
to 

Piero della 

Frallcesca，
 Cambridge. C

a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press. 2002. pp. 51-6

5. 

Zippel. Giuseppe.
‘Piero della Francesca a

 Roma>>. in 
Rasseglla d'Arte

，
 n. 
5-6. 

1919. pp. 87-
94. 

選..1...j<~J:ト
r".lJ

t-!ロ・
1ト
ト

lト
・
ト

lト
入
ホ
叫

tく
-
R
S

(
制

十
併

離
l且

〉
障
縄
J'
rキ

衣
料
何
ト
ド
4
<
剤
、
判
鮒
刻
、
話
足
蹴
J
~
'
 
1100111 

pp.127-150 

幸~..1...j<41争
ro.\J

t
-
!
ロ
.

iト
ト

lト
・
ト

1ト
入
、
ト
吋

rく
令
e
闘
召
~
~
贈
~

(1963--2007)J'
ロ
て
全
戸

ι
・

口
入

砕
r".lJ

t
-
!
ロ
.
iト
ト

lト
・
ト

1ト
入
、
ト

II
rく
佼

j
君
斗

<~1時
・
摺

ヨ
<
~
15話

帳
傾

tr司
<
<
~
縄
増
収
提
迫
醤

1
 

1
0
0
 <
 
pp. 353-401 

同
蒋

拭
制
r".lJ

t
-
!
ロ
.
iト
ト

1ト
・
ト

1ト
入
、
ト
吋

rく
快
j

降ロミ:;1+i
1
1
0
0
同

快
tく
ム
ロ
'
h
~
ミ

tく
4ヤ
ー
'
ト
ヤ
会
民
、

r
~
争
入
れ
権
回
引

j
黒
田
直
結
様
{
民
~
わ
〈
ギ

1
1
0
0
1

tく
毛
、
今
入

:ι
ー
え
'
ト
ャ
あ
え

r~ミ
特
令
入

rく
鍾
圏
S
~
己
4J.í召~J

繕
録
・
君
主
叫
・
問
屋
・
剖
磁
器
三

E
ト
ロ
ミ
記

1
~
<
~
 

準
雲
~
N

r官
軍
令

1窓
会
+
砕
石
三
-
~
悟
入
守
、
e
同
事
正
理
~
~
.
l
J
=
-
m
入
認

4J.í4[l~
-
J
r定

特
封
書
ト
J
8
'
 
1
1
0
0
<
'
 pp.I-28 

f倒
1寺小!t-

IÍ
入
ι
む

1ト
!.l吋
時
ト
ふ

~;'\S
割
ト

1ト
入
品
κ
n

4<
l旦
~
J
倒
ト

1ト
入
品

rく
n
4
百
掛
金
金
，
~
図
民
事
ま
仲
宗
á'

1咲
恨

~
会
J
部
!
密
，

1
~
<
1
 

.r
n
h
r
く・

1ト
・
令
令

1ト
砕

峠
『

結
相

忠
誠
j
糧
自
語
道
士
連
帯
a

1民
鴇

〈
料

相
握

接
N
封。

1
~
<
g
r
'
接
的
制

1
 ~<
-
1
(
 

〈
掛
判
事
民

f十
奇
ト
瞬
.
l
J
;
小
副
書
草
j

回
特

誕
姻

岳
製

強
制

1
1
0
0
<
 

図
題

担
叡

国
同
，

~
'
 
~
'
 
:!: 

M
a
e
t
z
k
e
，

 An
n
a
 Maria a

n
d
 Bertelli. 

Carlo. Piero della Frallcesca 
T
h
e
 Legetld 01 the 

True Cross ill 
the 

Church 01 Sall 

Frallcesco ill 
Arezzo. 

Milano. 5kira. 2∞1. 
国
C
¥
l
'
ザ

掛
栴
去
と
蛍

図
的

掛
栴
草
壁
議

ユ
J
I-{ロ・

iト
ト

1ト
・
ト

1ト
入
、
ト
吋

tく
-
R
.
l
J
ト

1ト
入
、
ト
~

r< n4
目

1 1 
1 
1 

1 



図
的

Bellosi. Luciano. C
i
m
a
b
u
e
.
 Milano. Federico Motta. 1998. 

図
也

Cipollaro. Costanzo. Agllo1o G
a
d
d
i
 e

 la Leggellda di S
a
1tla Croce. Foligno e

 Ca
m
p
i
 Bisenzio. Cartei &Bianchi Edizioni. 2009. 

図
ト

P
∞，.

0') 
Cole. Bruce. Agllolo G

a
d
d
i，

 Oxford. O
x
f
o
r
d
 University Press. 1977. 

1
1
~
 

図
~
，
.

:::: 
Provincia T

o
s
c
a
n
a
 dei Frati Minori Conventuali C

o
n
v
e
n
t
o
 di 

S
a
n
 Francesco. Basilica di S.Frallcesco A

r
e
z
z
o，

 Cortona. Calosci.1998. 



ピ
エ
ロ

-
ア
ッ
-
フ

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

1;(11 アレ γツォ、サン ・フランチェスコ恒':;i:I"J 1立13 フイ レンツェ、サンタ ・クローチエ聖':;tI"JIW令

il'1(全1;，

五

l耳15 チマプーエ {傑IflJのキリスト}1280"1'代

フィレンツェ サンタ ・ ク ローチ ェ J~I~'i:t: 

(L9661，1"'の洪水によるjiilお以前の状態)

l立16 1- 中仰の )I'~ill:物 フィ レン

ツェ、サンタ ・クローチェ12?:立



ニムハ

図2 サン・フランチェスコ聖堂内陣場面配置
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